
厚
木
募
集
案
内
所
広
報
官
へ
の

激
励
品
の
贈
呈
は
、
毎
年
８
月
第

１
土
曜
日
に
開
催
さ
れ
る
あ
つ
ぎ

鮎
ま
つ
り
に
併
せ
て
実
施
し
て
い

る
三
団
体
（
厚
木
管
内
募
集
相
談

員
会
・
厚
木
管
内
家
族
会
・
隊
友

会
県
央
支
部
）
合
同
に
よ
る
納
涼

懇
親
会
時
に
実
施
し
て
い
る
。

今
年
の
あ
つ
ぎ
鮎
ま
つ
り
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
者
の
発
生
が
落

ち
着
か
な
い
状
況
の
た
め
、
８
月

の
実
施
が
１
１
月
に
延
期
さ
れ
た
。

そ
の
た
め
、
７
月
２
９
日
（
金
）

猛
暑
の
続
く
夏
に
も
募
集
活
動
に

邁
進
し
て
い
る
広
報
官
の
激
励
を

兼
ね
て
藤
本
支
部
長
が
厚
木
募
集

案
内
所
を
訪
ね
、
隊
員
の
労
苦
を

ね
ぎ
ら
う
と
と
も
に
清
涼
飲
料
水

を
差
入
れ
た
。

来
年
こ
そ
は
、
例
年
ど
お
り
の

納
涼
懇
親
会
を
開
催
し
た
い
も
の

で
あ
る
。

（
事
務
局
長
記
）

第
３
航
空
隊
司
令

１
等
海
佐

小
俣

泰
二
郎

神
奈
川
県
隊
友
会
県
央
支
部
の

皆
様
に
は
、
県
央
支
部
長

藤
本

正
則
さ
ま
を
は
じ
め
、
平
素
か
ら

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

み
な
さ
ま
、
初
め
ま
し
て
。
令

和
４
年
８
月
１
日
付
、
第
３
航
空

隊
司
令
を
拝
命
し
、
下
総
教
育
航

空
群
首
席
幕
僚
か
ら
着
任
い
た
し

ま
し
た
小
俣
で
す
。
防
衛
大
３
８

期
、
出
身
は
神
奈
川
県
横
浜
市
、

職
種
は
操
縦
士
で
す
。
昭
和
３
６

年
鹿
屋
基
地
に
Ｐ-

２
Ｖ
７
を
伴

い
発
足
し
た
第
３
航
空
隊
は
、
昭

和
３
７
年
に
第
４
航
空
群
新
編
に

伴
い
下
総
に
移
転
、
昭
和
４
８
年

に
厚
木
に
移
転
し
Ｐ-

２
Ｊ
導
入
、

昭
和
５
８
年
厚
木
に
第
６
航
空
隊

発
足
、
翌
年
に
Ｐ-

３
Ｃ
が
導
入

さ
れ
平
成
２
０
年
に
部
隊
改
変
に

よ
り
３
空
と
６
空
が
合
併
す
る
よ

う
に
新
た
な
３
空
と
し
て
発
足
し

て
現
在
に
至
り
ま
す
。
海
上
自
衛

隊
創
設
７
０
周
年
の
節
目
で
も
あ

る
本
年
、
第
３
航
空
隊
司
令
と
し

て
着
任
し
た
こ
と
に
思
い
を
い
た

し
、
諸
先
輩
方
が
連
綿
と
築
き
上

げ
ら
れ
た
歴
史
と
伝
統
を
財
産
と

し
て
精
強
・
即
応
を
継
承
し
、
日
々

の
任
務
に
取
り
組
む
所
存
で
す
。

私
た
ち
の
活
動
は
地
域
の
皆
様

を
は
じ
め
国
民
の
ご
理
解
と
ご
協

力
が
不
可
欠
で
あ
り
、
隊
友
会
の

皆
様
か
ら
の
多
大
な
ご
支
援
に
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、

神
奈
川
県
隊
友
会
県
央
支
部
の
皆

様
の
益
々
の
ご
発
展
を
祈
念
い
た

し
ま
し
て
、
着
任
の
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

厚
木
航
空
基
地
隊
司
令

１
等
海
佐

袴
田

重
征

令
和
４
年
８
月
１
日
付
、
厚
木

航
空
基
地
隊
司
令
を
拝
命
し
、
硫

黄
島
航
空
基
地
隊
司
令
か
ら
着
任

い
た
し
ま
し
た
袴
田
１
佐
で
す
。

神
奈
川
県
隊
友
会
県
央
支
部
の

皆
様
に
は
、
平
素
か
ら
自
衛
隊
の

活
動
に
対
す
る
深
い
ご
理
解
と
ご

支
援
を
頂
き
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

厚
木
航
空
基
地
隊
で
の
勤
務
は
、

航
空
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
隊
、
航
空

集
団
司
令
部
で
の
勤
務
が
あ
り
今

回
で
３
回
目
と
な
り
、
懐
か
し
さ

と
と
も
に
新
鮮
な
気
持
ち
で
勤
務

し
て
お
り
ま
す
。

航
空
基
地
隊
は
飛
行
場
・
建
物

の
維
持
管
理
、
基
地
警
備
、
航
空

管
制
、
契
約
・
経
理
、
隊
員
の
福

利
厚
生
、
健
康
管
理
等
の
幅
広
い

業
務
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
前
職

の
硫
黄
島
航
空
基
地
隊
司
令
と
し

て
の
勤
務
経
験
を
活
か
し
、
隊
員

と
と
も
に
汗
を
流
し
勤
務
し
て
い
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広
報
官
を
激
励

猛
暑
に
活
躍
す
る
広
報
官
を
激
励

着
任
挨
拶

着
任
挨
拶



く
所
存
で
す
。

今
後
と
も
皆
様
の
変
わ
ら
ぬ
ご

理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

神
奈
川
県
隊
友
会
県
央
支
部
の
益
々

の
ご
発
展
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て

着
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

（
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
）

・
出
身
地
：
静
岡
県
湖
西
市

・
出
身
校
：
防
衛
大
学
校

（
航
空
宇
宙
工
学
専
攻
）

・
職
種

：
回
転
翼
操
縦
士

・
趣
味

：
資
格
取
得

・
前
配
置
：
硫
黄
島
航
空
基
地
隊

司
令

１
１
月
２
３
日
（
金
）
歩
き
遍
路

４
日
目
（
累
計
４
０
日
目
）
歩
行

距
離
：
２
６
．
８
キ
ロ

朝
６
時
に
起
床
、
朝
風
呂
に
入

り
、
じ
っ
く
り
脚
を
マ
ッ
サ
ー
ジ

し
た
。
入
浴
後
、
身
支
度
を
整
え

て
７
時
か
ら
朝
食
、
７
時
半
前
に

「
い
や
だ
に
温
泉
み
の
」
を
出
発

し
た
。

弥
谷
寺
の
階
段
入
り
口
か
ら
善

通
寺
方
面
へ
の
下
り
の
遍
路
道
に

入
っ
た
。
竹
林
や
竹
や
ぶ
の
中
を

歩
き
、
先
ず
は
約
４
キ
ロ
先
の
山

の
中
腹
に
あ
る
７
３
番
札
所
出
釈

迦
寺
を
目
指
し
た
。
出
釈
迦
寺
に

は
、
弘
法
大
師
が
幼
少
の
頃
、
死

を
決
意
し
て
身
を
投
げ
た
と
い
う

伝
説
が
あ
る
。
「
衆
生
を
救
う
と

い
う
願
い
が
成
就
す
る
こ
と
」
を

願
っ
て
の
捨
身
で
あ
る
。
８
時
半

前
に
山
門
に
到
着
、
参
拝
後
、

「
捨
身
の
嶽
」
を
眺
め
て
下
山
し

た
。続

い
て
、
７
２
番
札
所
曼
荼
羅

寺
、
７
４
番
札
所
甲
山
寺
を
打
ち
、

１
０
時
過
ぎ
に
弘
法
大
師
生
誕
の

地
で
あ
る
７
５
番
札
所
善
通
寺
に

到
着
、
広
大
な
境
内
の
中
に
あ
る

多
く
の
伽
藍
を
巡
っ
た
。

１
１
時
前
に
善
通
寺
を
後
に
し

て
７
６
番
札
所
金
倉
寺
に
向
か
っ

た
頃
、
突
然
、
後
方
か
ら
激
し
い

大
砲
、
銃
弾
の
空
砲
音
が
聞
こ
え

て
き
た
。
何
の
騒
ぎ
か
と
思
っ
た

が
、
お
そ
ら
く
寺
の
隣
に
所
在
す

る
陸
上
自
衛
隊
第
１
４
旅
団
の
創

立
記
念
式
典
で
の
訓
練
展
示
だ
っ

た
の
だ
ろ
う
？

１
２
時
に
金
倉
寺
に
着
い
た
。

こ
の
寺
は
日
露
戦
争
で
武
勲
を
立

て
た
乃
木
大
将
が
１
１
師
団
長
時

代
に
宿
舎
に
し
て
い
た
寺
で
あ
る
。

現
在
も
そ
の
住
居
は
残
っ
て
い
る

が
、
今
は
住
職
が
居
住
し
て
い
る

と
の
こ
と
で
見
る
こ
と
は
出
来
な

か
っ
た
。

金
倉
寺
を
打
っ
た
後
、
４
キ
ロ

先
の
７
７
番
札
所
道
隆
寺
に
向
か
っ

た
。
こ
こ
ま
で
ほ
と
ん
ど
休
み
無

く
歩
い
て
き
た
た
め
、
少
々
脚
も

疲
れ
た
の
で
、
参
拝
後
、
境
内
の

ベ
ン
チ
で
休
憩
し
た
。

道
隆
寺
を
後
に
し
て
約
７
キ
ロ

先
の
本
日
最
後
の
札
所
７
８
番
郷

照
寺
に
向
か
っ
た
。
寺
を
出
て
直

ぐ
に
丸
亀
市
に
入
り
、
右
手
に
丸

亀
城
を
見
な
が
ら
、
ひ
た
す
ら
東

に
歩
い
た
。
１
時
間
４
５
分
か
け

て
郷
照
寺
に
着
い
た
。
こ
の
寺
は

奈
良
時
代
に
行
基
が
建
立
し
た
の

だ
が
、
後
に
弘
法
大
師
が
訪
れ
自

作
の
仏
像
を
刻
み
、
厄
除
け
大
師

と
し
て
本
堂
に
安
置
し
た
と
言
わ

れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
こ
の
寺

は
真
言
宗
と
時
宗
の
両
宗
に
わ
た

る
四
国
霊
場
中
唯
一
の
寺
と
な
っ

て
い
る
。

４
時
過
ぎ
に
郷
照
寺
を
後
に
し

て
、
今
夜
の
宿
が
あ
る
坂
出
市
の

旅
館
に
向
か
っ
た
。
５
時
前
に

「
旅
館
み
き
」
に
着
き
、
早
速
、

風
呂
に
入
リ
、
ゆ
っ
く
り
し
た
。

夕
食
時
、
新
潟
か
ら
来
て
い
る
歩

き
遍
路
２
４
回
目
の
先
達
か
ら
こ

の
先
の
遍
路
道
等
に
つ
い
て
貴
重

な
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。
本

日
は
、
讃
岐
路
７
寺
を
巡
っ
た
。

７
２
番
札
所
「
曼
荼
羅
寺
」

７
３
番
札
所
「
出
釈
迦
寺
」

７
４
番
札
所
「
甲
山
寺
」

７
５
番
札
所
「
善
通
寺
」

７
６
番
札
所
「
金
倉
寺
」

７
７
番
札
所
「
道
隆
寺
」
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７
８
番
札
所
「
郷
照
寺
」

（
以
下
次
回
）

三

移
駐
の
頃
の
社
会
情
勢
と
部

隊
の
状
況

こ
の
移
駐
に
は
当
時
の
世
界
情

勢
や
国
内
問
題
が
大
き
く
影
響
を

受
け
て
い
た
。
当
時
は
東
西
冷
戦

の
さ
な
か
で
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
が

激
化
し
て
お
り
、
米
国
米
軍
は
困

難
を
極
め
つ
つ
あ
っ
た
。
国
内
で

も
べ
平
連
（
ベ
ト
ナ
ム
に
平
和
を

市
民
連
合
）
が
中
心
と
な
り
各
種

の
反
対
運
動
が
活
発
で
あ
っ
た
。

当
時
米
軍
の
占
領
下
に
あ
っ
た

沖
縄
の
施
政
権
日
本
復
帰
の
調
印

が
、
座
間
に
移
駐
し
た
昭
和
４
６

年
の
７
月
に
決
ま
り
、
翌
昭
和
４

７
年
５
月
に
日
本
に
復
帰
し
た
。

ま
た
長
沼
事
件
（
北
海
道
長
沼
町

で
起
き
た
ナ
イ
キ
関
連
施
設
の
通

信
線
切
断
事
件
か
ら
派
生
し
た
、

「
自
衛
隊
は
憲
法
違
反
」
判
断
の

運
動
）
に
よ
る
自
衛
隊
へ
の
強
い

風
当
た
り
も
あ
っ
た
。

昭
和
３
５
年
に
改
定
さ
れ
た
日

米
安
保
条
約
が
１
０
年
を
経
て
、

同
条
約
破
棄
の
運
動
が
全
国
的
に

活
発
に
な
っ
て
お
り
、
朝
霞
駐
屯

地
周
辺
で
も
毎
週
の
よ
う
に
デ
モ

が
行
わ
れ
て
い
た
。
デ
モ
隊
の
中

に
は
、
警
備
す
る
我
々
に
石
を
投

げ
つ
け
る
者
も
い
た
。
し
か
し
長

沼
事
件
の
よ
う
に
、
防
衛
施
設
の

損
壊
を
受
け
た
被
害
者
側
の
自
衛

隊
が
憲
法
違
反
と
非
難
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
か
ら
注
意
す
る
よ
う
に

と
の
指
導
も
あ
っ
た
。

朝
霞
事
件
は
そ
う
い
う
中
で
起

き
た
の
で
、
駐
屯
地
内
で
は
デ
モ

隊
対
処
の
訓
練
や
警
備
の
強
化
で

ピ
リ
ピ
リ
し
て
い
た
。
移
駐
し
た

翌
年
に
は
日
本
赤
軍
に
よ
る
浅
間

山
荘
事
件
も
起
き
て
い
る
。

昭
和
５
１
年
に
旧
ソ
連
軍
の
ベ

レ
ン
コ
中
尉
に
よ
る
戦
闘
機
ミ
グ

２
５
亡
命
事
件
が
発
生
し
た
が
、

当
時
は
ソ
連
軍
の
航
空
戦
力
が
圧

倒
的
で
、
我
が
国
の
防
空
能
力
の

低
さ
を
実
感
し
て
い
た
。

そ
の
た
め
、
第
１
０
２
建
設
大

隊
は
移
駐
す
る
前
の
昭
和
４
５
年

度
に
陸
上
幕
僚
監
部
か
ら
、
敵
の

航
空
戦
力
優
勢
下
で
の
交
通
作
業

の
う
ち
、
橋
（
こ
の
場
合
、
高
さ

約
１
０
ｍ
の
中
間
橋
脚
を
設
け
た

長
さ
約
３
０
ｍ
の
戦
車
が
通
れ
る

パ
ネ
ル
橋
）
の
建
設
。
パ
ネ
ル
橋

と
は
、
す
べ
て
人
力
の
み
で
１
つ

約
２
０
０
㎏
の
鋼
製
パ
ネ
ル
と
橋

桁
を
組
み
合
わ
せ
て
い
き
、
約
４

ｍ
巾
の
橋
を
川
の
上
に
押
し
出
し

遠
岸
に
架
け
る
方
式
の
橋
で
あ
り

そ
れ
に
付
随
す
る
道
路
建
設
を

含
め
て
、
２
夜
３
日
で
建
設
す
る

指
名
訓
練
を
指
示
さ
れ
て
い
た
。

２
夜
３
日
と
い
っ
て
も
敵
の
航
空

偵
察
や
航
空
攻
撃
を
避
け
る
た
め
、

実
作
業
は
夜
間
の
み
無
灯
火
で
行

う
建
設
作
業
で
あ
る
。

無
灯
火
と
い
う
の
は
、
夜
間
赤

色
で
減
光
し
た
懐
中
電
灯
の
み
の

明
か
り
で
、
車
の
ラ
イ
ト
等
一
切

点
灯
さ
せ
る
こ
と
な
く
作
業
す
る

の
で
あ
る
。
橋
を
架
設
す
る
た
め

の
位
置
や
高
さ
な
ど
を
決
め
る
測

量
は
夕
方
薄
暮
の
間
に
行
っ
て
、

暗
く
な
っ
て
か
ら
大
量
の
資
器
材

を
現
場
に
搬
入
さ
せ
て
架
設
作
業

に
開
始
す
る
。
暗
闇
の
中
で
思
い

鋼
材
を
組
み
立
て
て
い
く
の
で
、

適
切
な
指
揮
統
制
が
重
要
で
あ
る
。

冬
の
訓
練
視
察
本
番
に
向
け
て
、

夏
か
ら
東
富
士
演
習
場
や
相
馬
ガ

原
演
習
場
に
行
っ
て
は
、
各
指
揮

所
や
資
器
材
置
き
場
、
炊
事
所
な

ど
各
施
設
・
車
両
等
を
一
切
地
上

に
出
さ
な
い
よ
う
、
穴
を
掘
り
地

隙
や
林
を
利
用
し
、
車
両
器
材
施

設
人
体
の
偽
装
を
徹
底
す
る
等
の

訓
練
を
積
み
重
ね
て
い
っ
た
。

朝
霞
駐
屯
地
に
帰
る
と
、
駐
屯

地
警
備
や
対
デ
モ
訓
練
、
桧
町
駐

屯
地
（
防
衛
庁
）
警
備
や
自
衛
隊

記
念
日
中
央
式
典
の
会
場
造
り
や

そ
の
撤
収
作
業
等
に
追
わ
れ
た
。

２
月
の
厳
冬
期
に
実
施
し
た
訓

練
視
察
の
本
番
で
は
、
穴
の
中
の

指
揮
所
の
出
入
口
に
は
霜
柱
が
び
っ

し
り
と
立
ち
、
水
ト
レ
ー
ラ
ー
の

下
に
炭
火
を
置
か
な
い
と
中
の
水

が
凍
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
寒
さ
の

中
で
の
作
業
で
あ
っ
た
。
中
間
橋

脚
の
位
置
の
少
し
の
ず
れ
や
、
遠

岸
の
橋
台
部
分
の
高
さ
の
ず
れ
の

修
正
に
苦
労
し
た
が
、
所
定
の
時

間
ま
で
に
橋
と
道
路
を
完
成
さ
せ
、

実
際
に
戦
車
を
通
過
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
た
。
視
察
官
か
ら
高
い
評

価
を
頂
い
た
。

座
間
キ
ャ
ン
プ
に
移
駐
し
た
頃

に
は
、
座
間
だ
け
で
は
な
く
、
厚

木
基
地
や
木
更
津
・
立
川
駐
屯
地

の
開
設
や
米
軍
と
の
共
同
使
用
の

開
始
が
あ
っ
た
。
ど
の
基
地
・
駐

屯
地
も
自
衛
隊
移
駐
反
対
の
活
動

を
受
け
て
い
た
。

（
以
下
次
回
）

期
間
：
Ｒ
４
．
４
．
１

～

９
．
１
６

凡
例
：

氏
名
（
出
身
）
（
会
員
）
（
住
所
）

出
身
区
分
：
陸
（
陸
上
自
衛
隊
Ｏ
Ｂ
）

海
（
海
上
自
衛
隊
Ｏ
Ｂ
）

空
（
航
空
自
衛
隊
Ｏ
Ｂ
）

事
（
事
務
官
Ｏ
Ｂ
）

＊
（
Ｏ
Ｂ
以
外
）
）

会
員
区
分
：
年
（
年
会
員
）

終
（
終
身
会
員
）

特
（
特
別
会
員
）

★

入
会
者
（
転
入
者
）

奥
嶋

純
弥

(

陸)
(

年)
(

伊
勢
原
市)

大
塚

潤

(

海)
(

年)
(

海
老
名
市)

阿
藤

裕
之

(

陸)
(

年)
(

横
浜
市)

菊
池

隆
矢

(

陸)
(

年)
(

厚
木
市)

★

退
会
者
（
転
出
者
）

谷
野

春
雄

(

海)
(

年)
(

綾
瀬
市)

栃
原

憲
章

(

＊)
(

特)
(

海
老
名
市)

土
井

信
彦

(

陸)
(

終)
(

海
老
名
市)

心
か
らお

悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

土
井
信
彦
会
員
（
８
３
歳
）
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会
員
投
稿
欄

座
間
駐
屯
地
開
設
の
頃

竹
内
諄
吉(

陸)(

秦
野
市)

入
退
会
者
の
紹
介

物
故
者
の
紹
介
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編
集
後
記

◇

神
奈
川
県
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
者

が
随
分
減
少
し
て
き
た
。

こ
の
状
況
が
継
続
す
れ

ば
、
会
員
が
一
堂
に
会

し
て
意
見
交
換
会
が
実

施
で
き
る
か
も
知
れ
な

い
。
早
く
そ
う
な
る
こ

と
を
願
う
ば
か
り
で
あ

る
。

◇

ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ

ナ
に
軍
事
侵
攻
し
て
か

ら
７
ヶ
月
が
経
過
し
た
。

テ
レ
ビ
で
は
軍
事
専
門

家
や
国
際
政
治
学
者
等

が
色
々
解
説
し
て
く
れ

る
が
、
最
後
は
自
分
自

身
で
判
断
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
ウ
ク
ラ
イ

ナ
国
民
の
こ
と
を
思
う

と
、
心
が
痛
む
の
は
編

集
子
だ
け
で
あ
ろ
う
か
。

編
集
子


